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２　令和６年度当初予算などを可決２　令和６年度当初予算などを可決
６　ここが聞きたい！一般質問６　ここが聞きたい！一般質問
８　みんなのスマイル８　みんなのスマイル

山火事防止を呼び掛け山火事防止を呼び掛け

空気が乾燥し、風の強い日も多い春。村と村各空気が乾燥し、風の強い日も多い春。村と村各
消防団は 4 月 20 日、「山火事防止巡回パレード」消防団は 4 月 20 日、「山火事防止巡回パレード」
を行いました。各分団及び関係団体等が役場庁を行いました。各分団及び関係団体等が役場庁
舎前に集結。各消防車両等に乗り込み、村内を舎前に集結。各消防車両等に乗り込み、村内を
回り山火事防止を呼び掛けました。回り山火事防止を呼び掛けました。



22024・5・15　議会だより たのはた

　令和６年第２回定例会が、２月27日から３月15日までの会期で開かれ
ました。村長提案の同意案１件、議案 31 件は、原案どおり可決。また、
追加提案の諮問２件を同意可決し、議員発議の条例１件を可決しました。
　一般質問は、３人の議員が登壇し、村政課題、教育課題などについて
村の考えを問いました。

令和６年度当初予算などを可決
３   月
定例会

（
審
議
結
果
は
4
～
5
㌻
を
参
照
）

●
一
般
職
の
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

人
事
院
規
則
の
改
正
に
伴
い
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
係
る
防
疫
等
作
業
手

当
の
特
例
措
置
を
廃
止
す
る
も
の
。

●
社
会
福
祉
施
設
等
の
事
業
者
等
の
要

件
及
び
設
備
等
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例

　

市
町
村
が
条
例
で
定
め
る
と
さ
れ
る

施
設
等
の
要
件
及
び
基
準
に
つ
い
て
、

法
令
等
に
定
め
る
も
の
を
も
っ
て
そ
の

要
件
及
び
基
準
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て

定
め
る
も
の
。

●
権
利
の
放
棄
に
関
し
議
決
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　

簡
易
水
道
料
金
に
係
る
債
権
の
回
収

が
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
当
該
権
利
を

放
棄
す
る
も
の
。

●
権
利
の
放
棄
に
関
し
議
決
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　

集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
料
に
係
る

債
権
の
回
収
が
不
可
能
で
あ
る
た
め
、

当
該
権
利
を
放
棄
す
る
も
の
。

●
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）

　

７
億
５
８
２
8
万
3
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
48
億
2
7
5
3
万
円
6
千
円
と

す
る
も
の
。

・
主
な
内
容
…
ふ
る
さ
と
基
金
積
立
金

5
億
2
8
2
4
万
円
、
㈱
陸
中
た

の
は
た
長
期
貸
付
金
４
億
１
０
１
５

万
円
、
不
用
額
の
減
額
な
ど

●
田
野
畑
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
4
号
）

　
【
事
業
勘
定
】
21
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
５
億
９
６
９
５
万
５
千
円
と
す

る
も
の
。

・
主
な
内
容
…
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　

計
直
営
診
療
施
設
勘
定
繰
出
金
85
万

2
千
円
な
ど

　
【
直
営
診
療
施
設
勘
定
】
92
万
7
千

円
を
減
額
し
、
総
額
を
１
億
１
7
1
0

万
円
と
す
る
も
の
。

・
主
な
内
容
…
医
科
医
療
事
務
派
遣
業

務
委
託
料
1
0
0
万
円
減
額
な
ど

●
田
野
畑
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　

１
5
4
0
万
3
千
円
を
減
額
し
、

総
額
を
1
億
9
5
0
1
万
３
千
円
と

す
る
も
の
。

・
主
な
内
容
…
簡
易
水
道
事
業
企
業
会

計
移
行
業
務
委
託
料
6
6
8
万
円

千
円
減
額
な
ど

●
令
和
５
年
度
田
野
畑
村
集
落
排
水
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

6
0
5
万
円
を
減
額
し
、
総
額
を

５
３
４
２
万
3
千
円
と
す
る
も
の
。

・
主
な
内
容
…
排
水
処
理
施
設
維
持
管

理
委
託
料
、
下
水
道
事
業
企
業
会
計

移
行
業
務
委
託
料
4
0
8
万
４
千

議
決
し
た
主
な
議
案
な
ど

円
減
額
な
ど

●
田
野
畑
村
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

３
９
７
万
4
千
円
を
減
額
し
、
総
額

を
3
2
8
5
万
３
千
円
と
す
る
も
の
。

・
主
な
内
容
…
下
水
道
事
業
企
業
会
計

移
行
業
務
委
託
料
2
5
2
万
円
減

額
な
ど

●
令
和
５
年
度
田
野
畑
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
【
保
険
事
業
勘
定
】
2
2
0
万
円
を

減
額
し
、
総
額
を
５
億
6
3
2
2
万

3
千
円
と
す
る
も
の
。

・
主
な
内
容
…
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
1
0
0
万
円
減

額
な
ど

　
【
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
】
２
５

7
万
9
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
７
１

1
万
９
千
円
と
す
る
も
の
。

・
主
な
内
容
…
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
員
報
酬
2
0
5
万
４
千
円
減

額
な
ど

●
田
野
畑
村
漁
港
管
理
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例

　

漁
港
漁
場
整
備
法
及
び
岩
手
県
漁
港

管
理
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
す
る
も
の
。

●
田
野
畑
村
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

村
税
に
お
け
る
督
促
手
数
料
及
び
軽

自
動
車
税
の
納
期
に
つ
い
て
、
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の
。
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●
令
和
6
年
度
当
初
予
算

　

6
年
度
一
般
会
計
と
3
特
別
会
計
及

び
2
公
営
企
業
会
計
の
総
額
は
、
53
億

8
3
0
1
万
７
千
円
。
う
ち
、
一
般

会
計
は
、
35
億
5
0
1
9
万
2
千
円

で
、
前
年
度
か
ら
1
億
8
0
9
1
万

8
千
円
の
増
（
5
・
4
％
増
）
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
公
営
企
業
会
計
は
、
令
和
６

年
４
月
１
日
か
ら
簡
易
水
道
事
業
及
び

下
水
道
事
業
の
設
置
に
伴
う
予
算
と
な

り
ま
す
。

●
田
野
畑
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

介
護
保
険
法
の
規
定
に
基
づ
く
介
護

保
険
事
業
計
画
の
見
直
し
に
伴
い
、
令

和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
保

険
料
率
に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
介

護
保
険
法
施
行
令
の
改
正
等
に
伴
う
所

要
の
改
正
を
す
る
も
の
。

●
田
野
畑
村
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例
及
び
田
野
畑
村
村
税
外
収
入

未
納
金
等
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
及
び
村
税

外
収
入
に
お
け
る
督
促
手
数
料
を
廃
止

す
る
も
の
。

●
田
野
畑
村
育
英
奨
学
資
金
貸
付
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

物
価
高
騰
等
に
よ
る
社
会
情
勢
の
変

化
に
対
応
す
る
た
め
、
貸
付
金
額
の
増

額
、
返
還
期
間
延
長
、
免
除
要
件
の
変

更
等
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
す
る
も

の
。

●
工
藤
裕
弘
氏
が
村
名
誉
村
民
に

　

村
出
身
の
一
人
と
し
て
村
政
発
展
を

切
に
願
い
、
そ
の
実
現
の
た
め
継
続
的

に
支
援
を
実
行
し
た
功
績
に
鑑
み
、
同

氏
を
田
野
畑
村
名
誉
村
民
に
推
戴
し
、

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

村
名
誉
村
民
に
同
意

　　　　　■令和 6年度の予算規模 （全会計）   【単位 ：万円】

討
論　
一
般
会
計
補
正
予
算
第
９
号

【
反
対
】　
中
村
勝
明
議
員

　

介
護
保
険
関
連
の
議
案
第
22
号
及
び

27
号
、
後
期
高
齢
者
医
療
関
連
の
議
案

第
23
号
及
び
28
号
に
反
対
す
る
。

　

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険

事
業
計
画
の
見
直
し
に
伴
い
、
保
険
料

の
負
担
が
増
え
る
。
ま
た
、
訪
問
介
護

サ
ー
ビ
ス
基
本
報
酬
が
２
～
３
％
減
額

さ
れ
、
中
小
事
業
者
を
中
心
に
不
満
の

声
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
も
、
保

険
料
が
増
額
改
定
と
な
る
。
ま
た
、
国

は
、
出
産
一
時
金
を
全
世
代
で
支
え
合

う
仕
組
み
の
導
入
を
決
め
た
が
、
後
期

高
齢
者
か
ら
も
負
担
さ
せ
る
こ
と
に
つ

い
て
納
得
が
で
き
な
い
。

【
賛
成
】　
上
村
浩
司
議
員

　

新
年
度
予
算
は
、
村
総
合
計
画
及
び

村
教
育
大
綱
を
踏
ま
え
て
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
拡
大
、
道
の
駅
の
機
能
強
化
、

第
３
セ
ク
タ
ー
の
経
営
改
善
及
び
教
育

活
動
の
充
実
な
ど
、
村
の
将
来
に
向
け

た
予
算
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

村
民
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
公

平
か
つ
適
正
に
予
算
が
執
行
さ
れ
る
こ

と
を
望
み
、
令
和
６
年
度
予
算
及
び
関

連
議
案
に
賛
成
す
る
。

【
反
対
】　
中
村
勝
明 

議
員

　

㈱
陸
中
た
の
は
た
へ
の
長
期
貸
付
金

に
反
対
す
る
。

　

中
長
期
の
財
政
計
画
を
み
て
も
、
村

財
政
は
非
常
に
厳
し
い
。
補
正
予
算
が

可
決
に
な
れ
ば
、
長
期
債
務
を
一
括
で

返
済
。
そ
の
後
、
同
社
は
村
に
25
年
か

け
て
返
済
す
る
計
画
で
あ
る
。
ま
た
、

今
後
の
ホ
テ
ル
羅
賀
荘
の
維
持
修
繕
改

修
計
画
で
、
大
規
模
改
修
は
村
の
責
任

で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
規
模

な
補
正
予
算
は
、
議
会
提
案
前
に
村
民

が
納
得
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で

あ
る
。

【
賛
成
】　
佐
々
木
功
夫
議
員

　

㈱
陸
中
た
の
は
た
に
対
す
る
長
期
貸

付
金
に
つ
い
て
は
、
村
と
し
て
そ
の
分

の
貯
え
が
あ
り
、
い
つ
ま
で
も
こ
の
問

題
を
置
い
て
お
く
こ
と
は
、
会
社
に

と
っ
て
も
、
村
に
と
っ
て
も
マ
イ
ナ
ス

だ
と
思
う
。貸
付
金
は
、25
年
間
か
か
っ

て
も
返
済
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
従

来
は
村
が
年
４
０
０
０
万
円
を
補
助
し

て
き
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
む
し
ろ
貸

付
金
に
よ
り
一
括
返
済
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
最
終
的
な
村
負
担
は
軽
減
さ

れ
る
と
理
解
す
る
。

会　計　名 令和 6 年度 伸び率（前年度比）
一  般 会 計 35 億 5,019 5.4%

特

別

会

計

国 民 健 康
保 険 会 計

事 業 勘 定 5 億 7,699 △ 2.5%
直 診 勘 定 1 億 1,906 0.2%

簡易水道会計 ― △ 100%
集落排水会計 ― △ 100%
下 水 道 会 計 ― △ 100%

介 護 保 険
会 計

事 業 勘 定 5 億 4,800 1.8%
サ ー ビ ス 勘 定 722 △ 25.6%

後期高齢者医療会計 4,653 12.4%
簡易水道事業会計 3 億 7,228 100%
下水道事業会計 1 億 6,274 100％

合　　計 53 億 8,301 8.2%

討
論　
令
和
６
年
度
予
算
な
ど
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３月定例会で決まったこと

議案番号 議案名等 審議結果

同意案第１号 田野畑村名誉村民の推薦に関し同意を求めることについて 同意

議案第１号 一般職の職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 可決

議案第２号 社会福祉施設等の事業者等の要件及び設備等に関する基準を定める条例 可決

議案第３号 権利の放棄に関し議決を求めることについて 可決

議案第４号 権利の放棄に関し議決を求めることについて 可決

議案第５号 令和 5 年度田野畑村一般会計補正予算（第 9 号） 可決

議案第６号 令和 5 年度田野畑村国民健康保険特別会計補正予算（第 4 号） 可決

議案第７号 令和 5 年度田野畑村簡易水道特別会計補正予算（第 2 号） 可決

議案第８号 令和 5 年度田野畑村集落排水特別会計補正予算（第 1 号） 可決

議案第９号 令和５年度田野畑村下水道特別会計補正予算（第 1 号） 可決

議案第 10 号 令和５年度田野畑村介護保険特別会計補正予算（第 4 号） 可決

陸
中
た
の
は
た
支
援
の

　
　
長
期
資
金
貸
付
を
可
決

　
　

�　

㈱
陸
中
た
の
は
た
に
対
す
る
長

期
資
金
貸
付
を
含
む
補
正
予
算
案

が
提
案
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

長
期
資
金
貸
付
の
額
は
４
億
１
０
１

５
万
円
。
村
財
政
調
整
基
金
の
う
ち
、

同
社
の
損
失
補
償
対
応
分
と
し
て
確
保

し
て
い
る
残
高
が
充
て
ら
れ
ま
す
。
返

済
期
間
は
25
年
間
と
し
、
当
初
３
年
間

は
据
え
置
き
、
令
和
９
～
10
年
は
年
３

０
７
万
５
千
円
、
11
年
か
ら
20
年
間
は

２
０
２
０
万
円
を
村
に
返
済
す
る
計
画

で
す
。

　

同
社
は
平
成
７
年
、
ホ
テ
ル
羅
賀
荘

の
増
設
等
に
伴
い
、
金
融
機
関
か
ら
総

額
19
億
円
の
融
資
を
受
け
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
に
14
億
９
０
０
０
万
円
を
返
済

（
う
ち
10
億
６
０
０
０
万
円
は
村
補
助
）。

今
回
、
村
か
ら
の
長
期
資
金
貸
付
を
受

け
、
融
資
残
高
の
４
億
１
０
１
５
万
円

を
一
括
で
返
済
し
ま
す
。

　

村
は
こ
れ
ま
で
、
補
助
金
を
交
付
し

て
返
済
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
が
、
長

期
資
金
貸
付
と
す
る
こ
と
で
、
計
画
に

基
づ
き
全
額
が
村
に
返
済
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
会
社
の
経
営
面
に
お
い
て
も

優
位
に
作
用
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
第
一
に
、
一
括
返
還
に
よ
っ
て
元

金
返
済
と
利
息
負
担
が
な
く
な
り
、
資

金
繰
り
の
好
材
料
と
な
る
こ
と
。
第
二

と
し
て
、
収
益
と
見
な
さ
れ
る
補
助
金

は
、
法
人
税
（
30
％
）
が
課
税
さ
れ
る

の
に
対
し
て
、
長
期
貸
付
金
は
単
年
の

収
益
と
扱
わ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
経
営

の
損
益
で
寄
与
す
る
側
面
が
あ
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

定
例
会
で
は
、
資
金
貸
付
の
目
的
や

返
済
計
画
、
経
営
改
善
策
な
ど
に
つ
い

て
慎
重
な
審
議
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
他

産
業
の
振
興
・
支
援
に
つ
い
て
も
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
賛
否

両
方
の
立
場
で
討
論
が
行
わ
れ
（
3
㌻

参
照
）、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
は
、
同
社
の
経
営
改
善
計
画
が
着

実
に
実
行
さ
れ
、
貸
付
金
の
返
済
に
つ

い
て
も
計
画
通
り
に
実
行
さ
れ
る
よ
う
、

税
理
士
法
人
等
と
連
携
し
て
管
理
し
て

い
く
方
針
で
す
。

議案 Pick up
こんなことが決まりました

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
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議案第 11 号 田野畑村製氷貯氷施設及び地方卸売市場田野畑村魚市場の指定管理者の
指定に関し議決を求めることについて 可決

議案第 12 号 田野畑村堆肥処理施設の指定管理者の指定に関し議決を求めることにつ
いて 可決

議案第 13 号 机浜番屋群施設の指定管理者の指定に関し議決を求めることについて 可決

議案第 14 号
田野畑村高齢者グループホーム、田野畑村デイサービスセンター及び田
野畑村訪問介護ステーションの指定管理者の指定に関し議決を求めるこ
とについて

可決

議案第 15 号 田野畑村観光船発着施設及び田野畑村観光交流物産施設の指定管理者の
指定に関し議決を求めることについて 可決

議案第 16 号 田野畑村農林水産体験交流施設及び道の駅たのはたの指定管理者の指定
に関し議決を求めることについて 可決

議案第 17 号 財産貸付けに関し議決を求めることについて 可決

議案第 18 号 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例及び職員の育児休業
等に関する条例の一部を改正する条例 可決

議案第 19 号 道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 可決

議案第 20 号 田野畑村漁港管理条例の一部を改正する条例 可決

議案第 21 号 田野畑村村税条例の一部を改正する条例 可決

議案第 22 号 田野畑村介護保険条例の一部を改正する条例 可決

議案第 23 号 田野畑村後期高齢者医療に関する条例及び田野畑村村税外収入未納金等
徴収条例の一部を改正する条例 可決

議案第 24 号 田野畑村育英奨学資金貸付条例の一部を改正する条例 可決

議案第 25 号 令和 6 年度田野畑村一般会計予算 可決

議案第 26 号 令和 6 年度田野畑村国民健康保険特別会計予算 可決

議案第 27 号 令和 6 年度田野畑村介護保険特別会計予算 可決

議案第 28 号 令和 6 年度田野畑村後期高齢者医療特別会計予算 可決

議案第 29 号 令和 6 年度田野畑村簡易水道事業会計予算 可決

議案第 30 号 令和 6 年度田野畑村下水道事業会計予算 可決

議案第 31 号 令和５年度田野畑村一般会計補正予算（第 10 号） 可決

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦に関し意見を求めることについて 同意

諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦に関し意見を求めることについて 同意

発議案第 1 号 田野畑村議会議員の請負の状況の公表に関する条例について 可決

発議案第 2 号 令和 6 年度各種会議、研修会等への議員派遣について 可決
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【
問
】
新
庁
舎
建
設
の
基
本
構
想
が
決

定
し
た
時
点
で
、
各
自
治
会
等
へ
の
説

明
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
村
民
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
取
っ
た
う
え
で
基
本

計
画
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
村
長
】
村
新
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会

は
、
今
年
２
月
ま
で
に
5
回
の
会
議
を

開
催
し
、
今
月
５
日
に
報
告
書
の
提
出

を
受
け
た
。
当
該
報
告
書
を
踏
ま
え
、

庁
内
で
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
（
案
）

を
作
成
し
た
の
ち
に
、
村
議
会
新
庁
舎

建
設
特
別
委
員
会
や
村
民
懇
談
会
等
で

説
明
を
行
い
、
広
く
ご
意
見
を
伺
う
予

定
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
基
本
構

想
を
定
め
、
基
本
計
画
の
策
定
等
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
不
登
校
対
策
と
し
て
、
専
門
の

知
識
が
あ
る
人
を
配
置
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
教
育
長
の
考
え
を
伺
う
。

【
教
育
長
】
公
募
を
行
い
、
応
募
要
件

に
「
教
員
免
許
を
所
有
し
て
い
る
人
も

し
く
は
学
校
で
の
勤
務
経
験
が
あ
る

人
」
と
し
、
教
員
と
し
て
の
専
門
性
や

学
校
勤
務
の
経
験
を
求
め
る
よ
う
に
し

た
。
職
の
設
置
に
つ
い
て
の
規
定
は
、

職
名
を
「
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
」

と
し
、
具
体
の
職
務
に
つ
い
て
は
、
不

登
校
児
童
生
徒
、
教
室
で
の
学
習
が
困

難
な
状
況
に
あ
る
児
童
生
徒
及
び
そ
の

保
護
者
へ
の
支
援
等
と
し
、
小
中
学
校
、

家
庭
、
地
域
及
び
教
育
委
員
会
が
連
携

し
、
取
組
み
を
推
進
し
て
参
り
た
い
。

新庁舎建設の基本構想決定後の説明は
村長…検討委員会の報告を踏まえ基本構想を作成
　　　議会や村民懇談会等で説明し意見を求める

小野 協次議
員

質問者 質�問�項�目

小野�　協次

◆新庁舎建設の基本計画の策定は、村民のコンセンサスを取ったうえで進
　めるべきでは
◆不登校対策として、専門の知識がある人を配置すべきでは
（その他の質問）
　・第 3セクターの第 3四半期決算内容をどう捉えているか
　・出生数が一桁で推移した場合、小中一体型を検討すべきと考えるがどうか　
　　ほか 4件　

中村�　勝明

◆なぜ、羅賀荘だけにこれだけの貸付けをするのか
◆寿生苑と総合保健施設の電気料負担の詳細を伺う
（その他の質問）
　・介護保険料基準額は昨年対比でどれほどの値上げか。新年度の訪問介護サービ
　　スの基本料の減額を村はどう把握しているか。
　・産業開発公社の経営改善を、村はどう考えているか　ほか 3件

佐々木�　伸

◆令和５年度の村長施政方針の成果と取り組み状況を伺う
◆村の読書推進の取り組みについて伺う
（その他の質問）
　・令和６年度村長施政方針の中で、最重点として進める政策は何か
　・新庁舎建設より優先すべきことがあると思うがどうか　　ほか４件

　第２回定例会の一般質問は３月７日に行われ、小野協次議員、中村勝
明議員、佐々木伸議員の３人（登壇順）が、村政運営や産業振興対策、
教育行政について村の考えを問いました。各議員の一般質問と村長の答
弁の内容を掲載します。

ここが聞きたい！一般質問
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【
問
】
令
和
５
年
度
の
村
長
施
政
方
針

の
成
果
と
取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

【
村
長
】
1
つ
目
の
柱
「
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
対
策
」
で
は
、
た
の
は
た

こ
ど
も
園
を
開
園
し
、
よ
り
良
い
環
境

で
集
団
生
活
を
経
験
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
る
。
2
つ
目
の
柱
「
活
力
あ
る
産

業
振
興
」
で
は
、
村
産
ワ
カ
メ
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
取
り
組
み
、
新
商
品
を
生
み

出
す
こ
と
が
で
き
た
。
３
つ
目
の
柱

「
自
治
会
等
の
活
性
化
・
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
村
づ
く
り
」
で
は
、
県
内
最
長

と
な
る
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
継
続
し

て
い
る
。
ま
た
、
本
年
２
月
に
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策
定
し
た
上
で

2
0
5
0
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

を
宣
言
を
行
っ
た
。
４
つ
目
の
柱
「
持

続
可
能
な
行
政
運
営
」
で
は
、
事
業
の

選
択
と
集
中
や
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン

ス
の
維
持
に
取
り
組
み
、
中
期
財
政
見

通
し
の
好
転
を
図
っ
た
。

【
問
】
学
力
向
上
や
情
操
教
育
の
観
点

か
ら
、
本
村
の
読
書
推
進
の
取
り
組
み

を
伺
う
。

【
教
育
長
】
小
中
学
校
に
お
い
て
、
定

期
的
に
書
籍
を
購
入
す
る
ほ
か
、
図
書

の
配
置
の
工
夫
な
ど
、
本
に
興
味
を
持

つ
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。
読
み
聞
か
せ

を
年
３
回
実
施
す
る
な
ど
読
書
推
進
に

も
取
り
組
ん
で
お
り
、
学
校
図
書
室
の

利
用
が
倍
増
す
る
な
ど
の
成
果
が
見
ら

れ
る
。

佐々木 伸議
員

5 年度の村長施政方針の成果と取組み状況は
村長…4つの柱ごとに重点施策の取り組み進める
　　　産業振興では村産ワカメのブランド化図る

【
問
】
な
ぜ
、
羅
賀
荘
（
㈱
陸
中
た
の

は
た
）
だ
け
に
、
こ
れ
だ
け
の
貸
付
け

（
４
億
１
０
１
５
万
円
）
を
す
る
の
か

な
ど
、
村
民
の
声
が
村
長
に
届
い
て
い

る
と
思
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
見

解
を
伺
う
。

【
村
長
】
過
去
10
年
間
は
、
㈱
陸
中
た

の
は
た
の
長
期
債
務
の
返
済
に
、
そ
の

95
％
を
村
が
補
助
し
て
き
た
。

　

同
社
の
収
支
予
測
に
よ
る
と
、
コ
ス

ト
の
見
直
し
や
営
業
活
動
等
に
よ
り
、

返
済
資
金
を
生
み
出
せ
る
見
通
し
で
す
。

ま
た
、
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
を
続

け
る
こ
と
に
よ
る
金
利
負
担
も
少
な
く

な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
事
情
を
総

合
的
に
勘
案
し
、
村
が
長
期
資
金
貸
付

を
行
い
、
順
次
返
済
を
受
け
る
方
法
が

適
切
と
判
断
し
た
も
の
で
す
。

【
問
】
寿
生
苑
と
総
合
保
健
施
設
の
電

気
料
の
支
払
い
の
詳
細
を
伺
い
た
い
。

ま
た
、
協
定
の
締
結
は
進
ん
で
い
る
か

伺
う
。

【
村
長
】
先
の
議
会
で
も
お
答
え
し
た

と
お
り
、
按
分
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
電

気
代
を
計
算
し
、
施
設
ご
と
に
分
け
て

負
担
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
協
定
締
結
の
進
行
状
況
に
つ

い
て
は
、
本
議
会
に
提
案
し
て
い
る
議

案
の
議
決
を
経
て
指
定
を
し
た
後
、
指

定
管
理
者
と
の
間
で
管
理
に
関
す
る
協

定
を
締
結
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

なぜ、羅賀荘だけにこれだけの貸付けをするのか
村長…補助金ではなく長期資金貸付が適切と判断
　　　資金返済は経費見直しや営業等で生み出す 中村 勝明議

員

「
質
疑
」

　
質
疑
は
、
議
題
と
な
っ
て
い
る

議
案
な
ど
の
分
か
ら
な
い
点
や
詳

し
く
知
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
、

提
案
者
に
聞
く
こ
と
を
い
い
ま

す
。

「
討
論
」（
3
㌻
参
照
）

　
議
題
と
な
っ
て
い
る
事
項
が

採
決
さ
れ
る
前
に
、
議
員
が
賛
成

ま
た
は
反
対
の
立
場
に
た
っ
て
意

見
を
表
明
す
る
こ
と
を
討
論
と
い

い
ま
す
。

　

討
論
の
目
的
は
、
単
に
自
分
の

賛
否
の
意
見
を
明
ら
か
に
す
る
だ

け
で
な
く
、
ま
だ
賛
否
を
決
定
し

て
い
な
い
議
員
及
び
意
見
の
異
な

る
議
員
を
自
分
の
意
見
に
賛
同
し

て
も
ら
う
よ
う
に
訴
え
か
け
る
方

法
で
す
。

「
採
決
」

　

議
長
が
議
案
な
ど
に
つ
い
て
、

出
席
議
員
に
賛
成
・
反
対
の
意
思

表
示
を
求
め
、
そ
れ
を
集
計
す
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。
選
挙
や
起
立

に
よ
る
採
決
や
投
票
に
よ
る
採

決
、
異
議
が
な
い
か
を
諮
る
簡
易

採
決
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

議会のはてな？
～用語の解説～

議会質疑の流れ
質疑・討論・採決
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三
み う ら

浦　咲
さきな

奈さん
（島越��35 歳）

◆
村
の
好
き
な
と
こ
ろ
は

　

自
然
の
豊
か
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
寛
大
な
心
で
子
育

て
を
見
守
っ
て
く
れ
る
方
が
多
い
と
こ
ろ
で
す
。

◆
村
や
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
は

　

持
続
可
能
な
村
づ
く
り
に
向
け
、
特
色
あ
る
教
育

の
実
施
や
子
育
て
支
援
策
の
P
R
強
化
を
図
り
、

そ
れ
ら
が
子
育
て
世
代
の
移
住
促
進
に
つ
な
が
れ
ば

と
願
い
ま
す
。

◆
ス
マ
イ
ル
、
元
気
の
源
は

　

苦
楽
を
共
に
で
き
る
仲
間
や
家
族
が
い
る
こ
と
、

そ
し
て
好
物
の
ホ
ヤ
が
元
気
の
源
で
す
。

◆
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す

　

子
育
て
支
援
団
体
「
た
の
ま
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
昨
年
12
月
に
設
立
し
ま
し
た
。
少
子
化
対
策
や
地

域
の
活
性
化
な
ど
に
向
け
、
多
角
的
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あ

と

が

き

　

令
和
6
年
は
、
元
日
か
ら
災
害

や
事
故
の
発
生
、
国
会
議
員
の
不

祥
事
や
国
際
紛
争
の
深
刻
化
な
ど

ま
さ
に
国
内
外
が
大
き
く
揺
れ
動

く
年
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
も
、

能
登
地
方
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に

お
き
ま
し
て
は
早
期
の
復
興
が
か

な
う
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　

季
節
が
冬
か
ら
春
へ
と
移
り
、

本
村
で
も
卒
業
や
入
学
の
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
感
謝
と
新
た
な
希
望
を
胸
に

次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
向
か
う
若
者
た

ち
が
、
安
心
し
て
活
躍
で
き
る
社

会
を
創
る
こ
と
こ
そ
、
私
た
ち
大

人
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
責

務
を
全
う
で
き
る
よ
う
、
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　（
広
報
公
聴
常
任
委
員
会

�

委
員　

上
村
浩
司
）

	 ◆東部町村議会議長会「議員研修会」
　���・日時…令和 6年 1月 20日 ( 土 )
　���・場所…山田町中央公民館大ホール
　���・内容…講演 ｢財政政策を中心とした国政の課題と展望｣
　　　　　��講師　財務大臣　鈴木俊一氏

	 ◆宮古地区広域市町村議会連携会議研修会
　���・日時…令和 6年 2月 5日 ( 月 )
　���・場所…グリーンピア三陸みやこ
　���・内容…講演 ｢これからの議会と議員｣
　　　　　��講師　元大阪市旭区長　小川明彦氏

	 議員研修会（令和 6 年 1 月～ 3 月）

	 講師の鈴木俊一財務大臣を囲んで記念撮影
　��（1/20、東部町村議会議長会�議員研修）


